
　２０００年の秋、４８kgの小柄な私は３２
kgのスーツケースを持って、単身、イタリア
へ渡りました。イタリア語は、出発６ヶ月前か
ら文法を友人から学んでいましたが、現地
で話してみると、質問はできても答えが分か
らないという状況でした。全てはオペラの
生誕地で勉強したいという夢から始まった
のです。
　そんな夢と希望に満ちたはずの留学は、
実際には困難の連続で、大変苦労しまし
た。特に、留学３年目は声帯を壊し、音楽
院の卒業とオペラデビューを目前に辞退。
貯金の尽きたことも重なり、お世話になっ
た方々に申し訳なくて、泣き崩れながら日
本に帰国しました。すぐに、イタリア語を外
国人に指導できるレベルを保証するヨーロ
ッパ評議会最上級レベルのC2に合格し、
留学の意義は見出せたものの、声楽家と
しては半年ほど悶 と々暮らしていました。転
機はその翌年、ある国際コンクールの日本
予選でオーストリア本選へ送られる日本代
表に選ばれ、ようやく本格的に復帰する気
力が湧いたのです。こうして今も歌っている
というのは、紛れもなく「過去の全ての経
験の積み重ね」であり、通るべき道であった
と言えます。発声を見直す機会にもなりま
した。
　現在は家族とイタリアに住み、ソプラノと
して音楽活動を行う他、混声コーラスの指
揮および後進の指導などにも力を注いで

います。近年は日本とイタリアのみならず、
オーストリア、スロヴァキア、スイスでもコン
サートに出演し、先日は世界遺産の街マン
トヴァ市のビビエーナ劇場で歌いました。
１４歳のモーツァルトも父親と共にコンサー
トを行った、音楽史的にもとても重要な劇
場です。舞台に立った時、ようやくここにた
どり着けたという私の達成感と安堵感が
煌びやかな内装と歴史の重みに緩やかに
包まれるような、感慨深い体験をしました。
　さて、７月１２日（金）はヴォヤジャーズ・ア
ンサンブルの一員として、地元で７年ぶり
に歌います。伴奏ピアニストとしてD.M.カリ
ッソーニ先生（オペラのエキスパートで指
揮者でもいらっしゃる国立ブレーシャ音楽
院教授）をイタリアからお招きし、ステーファ
ノ・ボヴェーリオ（スイスのルガーノ市フィル
ハーモニー常任サックス奏者）と共に、私
の声とテクニックを存分に生かせるイタリ
ア音楽を軸にした、ヴォヤジャーズ・アンサ
ンブルならではのジャンルを超えた聴き応
えのあるコンサートを展開する予定です。ご
来場、お待ちしております。

　豊橋市民文化会館の改修工事に伴い、長唄演奏会などは豊橋市公会堂で開催します。豊橋公園の新緑も愉しみながら、発表はもちろ
ん、施設の古き良き時代のぬくもりを感じさせる雰囲気もお楽しみください。今号は長唄演奏会をはじめ、写真１００展、ペン書道展の作
品募集案内などを中心にお送りいたします。

■第53回　長唄演奏会開催のお知らせ

■写真１００展出品作品募集

■コーラスのつどい参加団体募集 ■豊橋文化祭協賛行事募集

―写真でしか伝えられないものがある― ―心を綴る、一筆の旅。
　　　　　ペン一本から始まる芸術世界―

■ペン書道展出品作品募集

■邦楽大会の日程・会場について

チャオ！
イタリアから
こんにちは。
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豊橋文化豊橋文化 ■今号の一枚
Yoshiya
 『A to N』（あとん）
 サイズ：F50   
 Abstract painting
　世界を旅し、映画、音楽、
カウンターカルチャーなどに
影響を受けながらアーティス
ト活動をおこなうようになる。
『未来』いわゆる目に見え
ない世界を作品を通して暗
闇に光を灯している。

4月6日［土］―4月24日［水］
豊橋市アートエイジギャラ
リーにて『A to N』エキ
シビジョンを開催

寄稿＝ボヴェーリオゆう子

豊橋長唄協会加盟団体による合同演奏会です。
▼日時／令和６年5月１２日［日］開演12時30分～（開場11時30分）　　▼会場／豊橋市公会堂大ホール
▼入場料／無料　　▼問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

　広く一般の方々から写真作品を募集する写真１００展を
開催します。この機会にぜひ、日頃の写真の腕前を披露して
みてはいかがでしょうか？
▼会期／令和６年５月２８日［火］～６月２日［日］９時～ 17時

（２日は15時まで）　▼会場／豊橋市民文化会館２Ｆ展示
室　▼出品料／無料　▼参加資格／高校生以上の方　
▼応募規定／①1人１点までとし、未発表の作品に限る。
②モノクロ及びカラー。③写真の大きさは四つ切～全紙。
④パネル（枠張り、台板張り、額装）の大きさは、40㎝×50
㎝～ 70㎝×90㎝まで。⑤額装の保護ガラス・アクリル使
用不可。⑥展示用の紐等は出品者各自で取り付けてくださ
い。　▼題材／自由　▼申込み／申込用紙は豊橋市民
文化会館で配布します。搬入時に申込書を添えてご提出く
ださい。出品作品の裏面には貼付票を添付してください。
▼搬入日／５月１７日［金］～１９日［日］９時～ 16時　▼搬
出日／６月２日［日］15時～ 17時　※出品者各自で搬出
▼その他／詳細は申込用紙をご確認ください。　▼問合
せ／豊橋市民文化会館ＴＥＬ0532－61－5111

　今年の「コーラスのつどい」は、ライフ
ポートとよはしコンサートホールでの開催
となります。日頃のコーラスの成果をこの機会に発表しませ
んか？参加団体を募集します。
▼会期／令和６年11月13日（水）　▼会場／ライフポートと
よはしコンサートホール　▼参加費／無料　▼対象／市内
で活動するコーラスグループ　▼お申込み／ 5月31日（金）
までに申込書にご記入の上、豊橋文化振興財団まで、ご提
出ください。※申込書は財団事務所（穂の国とよはし芸術劇
場内）で配布しています。　▼その他／団体代表者による
２回の代表者会議と、幹事団体による１回の幹事会がありま
す。また、１１月６日（水）にリハーサルを行います。

　豊橋市および豊橋文化振興財団では、市民の皆様の芸
術や文化の振興のため、市内文化施設で実施する文化事
業を「協賛行事」として広く募集します。

　豊橋市および豊橋文化振興財団では、市民の皆様の芸
術や文化の振興のため、市内文化施設で実施する文化事
業を「協賛行事」として広く募集します。
▼対象／東三河で結成された文化団体・企業が「対象期
間」に市内で実施する文化事業で収益を目的としないもの。
▼協賛特典／①本紙等に情報を掲載　②実施団体発行
の印刷物等に「豊橋文化祭協賛行事」と表示可　③財団
指定管理文化施設（豊橋市民文化会館、豊橋市公会堂、
豊橋市三の丸会館、ライフポートとよはし　※穂の国とよは
し芸術劇場は対象外）で実施の場合、期間中１団体１行事
に限り利用料金を免除。　▼申請方法／ 5月31日（金）
までに申請書を豊橋文化振興財団事務所（穂の国とよはし
芸術劇場内）に提出。※申請書は、豊橋文化振興財団事
務所にて配布します。　▼その他／詳細については、応募
要領を必ずご確認ください。

　ペン（万年筆・ボールペンなど）で既存の詩・俳句・文
章等、または自作の文章等を表現していただくものです。美し
く心を込めて書くことにより、その人の個性を表現した芸術
作品になります。字を書く機会は減ってきていますが、時には
手書きの文字に向き合ってみませんか？
▼会期／令和６年６月２５日［火］～３０日［日］９時～ 17時

（最終日は16時まで）　▼会場／豊橋市民文化会館２Ｆ
展示室　▼出品料／無料　▼出品資格／東三河に在住
する一般成人（高校生以上）　▼出品規定／①出品は一
人何点でも可能。②用紙に枠や行を書くことは自由です。③
課題はありません。④作品には、裏面に貼付票を添付してく
ださい。⑤枠ばり、または額装してください。⑥用紙の大きさ
は自由です。⑦万年筆、つけペン、筆ペン、ボールペン、サイ
ンペンなど。　▼申込み／申込用紙は豊橋市民文化会館
で配布します。搬入時に申込書を添えてご提出ください。　
▼搬入日／６月14日［金］～１６日［日］９時～ 16時　▼搬
出日／６月30日［日］16時～ 17時　※出品者各自で搬
出　▼その他／詳細は申込用紙をご確認ください。
▼問合せ／豊橋市民文化会館ＴＥＬ0532－61－5111

■会期／令和６年５月28日［火］ ～ 6月2日［日］

■会場／豊橋市民文化会館 2F 展示室

■日程／令和６年５月１２日［日］12時30分～

■会場／豊橋市公会堂大ホール

■日程／令和６年１１月１３日（水）

■会場／ライフポートとよはしコンサートホール

■対象期間／令和６年9月２８日（土）
～ 11月３０日（土）

■会期／令和６年６月25日［火］ ～ 6月30日［日］

■会場／豊橋市民文化会館 2F 展示室

勝奈栄会、長唄松の実会、長唄さくら会
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出演（順不同）

豊橋出身で、イタリアで活躍する声楽家
のボヴェーリオゆう子さんにご寄稿いた
だきました。７月に豊橋でコンサートを予
定されています。

　豊橋市民文化会館の改修工事に伴い、令和６年度の事業については、会場
や時期を変更して開催いたします。邦楽大会については下記のとおりとなります。
邦楽大会以外の事業ついても、会場や時期の変更、また一部事業については
中止となります。詳細につきましては、事務局までお問合せください。
　邦楽大会　日本舞踊の部
　日程／令和６年１２月１日（日）　会場／穂の国とよはし芸術劇場主ホール
　邦楽大会　詩吟の部
　日程／令和６年１２月８日（日）　　会場／豊橋市公会堂大ホール　
　邦楽大会　民謡・大正琴・尺八・三味線・太鼓・箏曲・長唄・小唄・琵琶の部
　日程／令和６年１２月１４日（土）　会場／豊橋市公会堂大ホール
　邦楽大会　民踊・新舞踊の部
　日程／令和６年１２月１５日（日）　会場／豊橋市公会堂大ホール

開催日／令和 6 年 7 月12 日（金）　会場
／穂の国とよはし芸術劇場アートスペース　
チケット代／ 4,000 円

イタリアヴォヤジャーズ
アンサンブルコンサート

ビビエーナ劇場にてビビエーナ劇場にて

イタリアヴォヤジャーズアンサンブルイタリアヴォヤジャーズアンサンブル



10日（金）

11日（土）

8日（水）

22日（水）

28日（火）

17日（金）

12日（日）

19日（日）

26日（日）

8日（土）

2日（日）

1日（土）

9日（日）

16日（日）

22日（土）

26日（水）

14日（金）

19日（水）

25日（火）

12日（水）

5 月 ―

6 月 ―

東陽ふれあい音楽会「初夏の風にうたごえのせて・・・」～夏のうたとオペラのよくばりコンサート♪～
時間／ 10時～　会場／東陽生涯学習センター　参加券／ 400円
出演／＜La Porta＞安藤佳子、河合貴子、西谷綾、浅井由美子（pf）
曲目／椰子の実、浜辺の歌、オペラ「フィガロの結婚」より　他
第799回邦楽鑑賞会
時間／ 14時～　会場／豊橋市公会堂　入場料／無料　内容／財団加盟邦楽団体による発表会
小品盆栽銘品展（豊橋小品盆栽会による小品盆栽展示）・・・・・・・・・・・・・・・・・・12日（日）まで
時間／９時～ 17時　　会場／豊橋市民文化会館２F展示室　　入場料／無料
第５３回長唄演奏会
時間／ 12時30分～　会場／豊橋市公会堂　入場料／無料
内容／豊橋長唄協会加盟団体による合同発表会
K☆STAR Dance Studio Show Case Vol.7
時間／①14時～　②17時～　会場／穂の国とよはし芸術劇場主ホール　入場料／ 2,500円
内容／地元ダンサーと東京プロダンサーによるジャズダンス公演

「豊川稲荷能」お能ってなあに？
時間・場所／ 10時～・豊川稲荷本堂内、14時～・西村能舞台　　参加費／無料
講師／能楽師 内藤飛能（重要無形文化財総合保持者）
問合せ／豊川稲荷能実行委員会　toyokawainari.noh@gmail.com
水石展（天竜水石会による自然石の展示）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19日（日）まで
時間／ 9時～ 17時　会場／豊橋市民文化会館２F展示室　入場料／無料
第32回吉田をどり
時間／ 13時～　場所／穂の国とよはし芸術劇場主ホール　入場料／ 4,000円
内容／豊橋ゆかりの日本舞踊家による流派を超えた合同公演
東陽ふれあい音楽会「木管五重奏の響き」～気まぐれなうさぎ達の初夏の散歩道～
時間／ 10時～　場所／東陽生涯学習センター　入場料／ 400円　出演／＜アンサンブルうさぎ座
＞片岡博明（FI．）、長谷川里美（Ob．）、鈴置千鶴子（CI．）、田中由美（Fg．）、寺田美里香（Hr．）
曲目／サウンドオブミュージック、山の音楽家、じゅんばん協奏曲　他
第23回歌謡選手権大会
時間／ 9時～　場所／豊橋市公会堂　入場料／無料　内容／歌謡アカデミー21による歌謡発表会
第51回写真１００展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６月２日（日）まで
時間／ 9時～ 17時（最終日は15時まで）　場所／豊橋市民文化会館２F展示室　　入場料／無料

西本智実が語る音楽の世界　国際ソロプチミスト豊橋 認証40周年記念事業
時間／ 10時30分～　　場所／穂の国とよはし芸術劇場主ホール　入場料／ 2,000円
内容／映画「太陽とボレロ」上映。世界的指揮者である西本智実さんの講演会を同時開催。
第131回　豊橋交響楽団定期演奏会　創立60周年記念シリーズ
　　　　  ～リラの香り　麦秋にうたう　ラフマニノフ～
時間／ 14時～　場所／ライフポートとよはしコンサートホール　入場料／【完売】
指揮／西本智実（豊橋交響楽団名誉指揮者）　　ピアノ独奏：池邊啓一郎
曲目／ラフマニノフ：交響曲第２番ホ短調作品27、パガニーニの主題による狂詩曲作品４３
いけばな小原流　豊橋支部　～花ひらけ未来・PARTⅠ～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9日（日）
時間／ 10時～ 17時（最終日は16時30分）　場所／ CAFÉ＆GALERIE ちろる庵
入場料／無料　　内容／小原流会員による成果発表。季節のお花をお楽しみください。

「豊川稲荷能」謡ってなあに？
時間・場所／ 10時～・豊川稲荷本堂内、14時～・西村能舞台　　参加費／無料
講師／能楽師 内藤飛能（重要無形文化財総合保持者）
問合せ／豊川稲荷能実行委員会　toyokawainari.noh@gmail.com
東陽ふれあい音楽会「Happy Accords お気楽Live！」～聴いたことある曲が次から次へ～
時間／ 10時～　場所／東陽生涯学習センター　入場料／ 400円　出演／＜気まぐれSheep with 
マッキー＆YAYA＞丸茂晴彦（Gt．）、曾田貴美（Acc.Kb）、YAYA（Bs．）、マッキー（Perc.）
曲目／歌謡曲メドレー、東京ブギウギ、シルクロード、リベルタンゴ　他
第800回邦楽鑑賞会
時間／ 14時～　会場／豊橋市公会堂　入場料／無料　内容／財団加盟邦楽団体による発表会
第51回石木展（豊橋石木協会による自然石木の展示）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16日（日）
時間／ 9時～ 17時　　会場／豊橋市民文化会館2F展示室　　入場料／無料
日曜短歌会
時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館第１会議室
豊橋善意銀行創立６０周年記念協賛　第４２回チャリティー芸能大会
時間／正午～　　会場／豊橋市公会堂　　入場料／ 1,000円
内容／豊橋善意銀行に芸能奉仕を登録し活動する演芸有志団体による発表
水曜短歌会
時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館第１会議室
第７回コーロ・フェリーチェ演奏会
時間／ 16時30分～　　場所／穂の国とよはし芸術劇場主ホール　　入場料／ 1,500円
内容／女声コーラス　Ⅰ部：～おとなの童謡～　Ⅱ部：A Little Jazz Mass　Ⅲ部：～未来へ～　他
指揮／山田久美　ピアノ／木下智子
第52回ペン書道展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30日（日）
時間／ 9時～ 17時（最終日は16時）　　場所／豊橋市民文化会館2F展示室　　入場料／無料
魅惑の大正琴アンサンブル～夏の扉を開けて～
時間／ 10時～　　場所／東陽生涯学習センター　　入場料／ 400円　　出演／＜ハープクィーン
ズ＞朝倉由美、鈴木佳江、宮道典子、前田加代子　　曲目／時の流れに身をまかせ、ハナミズキ　他

豊橋文化　2024年４月発行

市内文化団体主催および豊橋文化振興財団が
後援する催し物を中心に掲載しています。掲載
のご希望は、問合先までご連絡ください。※この予定表は予告なしに変更になる場合がありますので、事前にお確かめください。入場料は前売料金。

文
化
短
信

▼
豊
橋
文
化
短
歌
会

二
月
水
曜
歌
会

し
ろ
が
ね
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
天

涯
を
夢
み
る
や
う
な
か
た
ち
に
浮
か

ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

宕
淵
智
子

字
に
あ
る
子
の
字
の
三
画
や
さ
し

き
に
さ
れ
ど
な
か
な
か
格
好
と
れ

ず　
　
　
　
　
　
　

 

伊
藤
は
つ
ゑ

制
服
に
し
つ
け
残
り
し
少
年
に
そ
っ

と
教
え
し
四
月
一
日　

　
　
　
　
　
　
　
　

天
野
富
士
子

気
だ
る
げ
に
ノ
ン
ビ
ブ
ラ
ー
ト
で
唄

う
歌
手
わ
れ
は
拳
と
喉
を
震
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
郷
賢
谷

梅
林
に
何
処
か
ら
来
し
目
白
二
羽

ち
ち
ち
ち
ち
ち
ち
ち
早
口
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　

室　

澄
子

ち
ら
ち
ら
と
雨
上
が
り
の
陽
は
煌
め

い
て
小
菊
の
葉
先
は
ダ
イ
ヤ
の
ピ
ア

ス　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
正
子

に
ぎ
や
か
に
七
羽
の
雀
に
河
原
鶸

ま
じ
り
て
餌
食
む
ピ
ー
ス
と
鳴
く
や

も　
　
　
　
　
　
　

夏
目
伊
代
子

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
記
憶
に
色
を
の
せ

る
や
う
た
だ
よ
ひ
歩
く
神
田
古
書

店　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
敬
子

大
晦
日
歌
合
戦
は
目
が
眩
む
ジ
ェッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
に
過
ぎ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中
寿
美
恵

化
粧
せ
ば
早
春
を
待
ち
い
る
梅
の

花
背
に
小
さ
く
恋
風
の
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
公
代

光
差
す
梢
に
赤
き
実
の
な
り
て
小

さ
き
お
な
か
の
目
白
弾
み
ぬ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
よ
し
胡

二
月
日
曜
歌
会

三
箇
日
も
ち
も
ち
も
ち
に
明
け
暮

れ
て
令
和
六
年
始
ま
り
た
り
き

   　
　
　
　
　
　
　

 

伊
藤
は
つ
ゑ

灯
が
つ
つ
む
た
つ
た
そ
れ
だ
け
生
き

よ
う
と
夜
の
く
ら
さ
へ
咲
く
一
輪

　
　
　
　
　
　

         

丹
羽
智
子

給
水
車
長
蛇
の
列
に
並
ぶ
ひ
と
生

き
抜
く
た
め
の
悲
し
み
負
ひ
て

　

   　
　
　
　
　
　

 

池
田
あ
つ
子

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
検
定
三
級
の
認
定

書
見
つ
け
た
り
け
り
友
の
プ
ロ
グ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
保
利

夜
行
列
車
窓
の
明
か
り
に
ゆ
っ
く
り

と
人
影
写
り
て
踏
切
を
過
ぐ　

　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
よ
し
胡

目
光
は
月
の
か
け
ら
か
は
ら
は
ら
と

こ
ぼ
れ
つ
つ
渡
る
深
夜
の
海
を

　
　
　
　
　
　
　
　

真
造
富
久
代

こ
の
年
は
良
い
年
を
・
・
な
ん
て
絵

空
事
年
始
早
々
天
地
騒
然　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
郷
賢
谷

此
や
こ
の
往
く
や
還
る
や
老
い
の
坂

歩
く
座
る
に
書
く
手
も
震
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
宏
子

マ
ス
ゲ
ー
ム
の
ご
と
く
し
な
や
か
に

形
変
へ
何
処
に
ゆ
く
や
海
鳥
の
群

れ　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
米
子

三
月
日
曜
歌
会

頻
繁
に
着
た
る
と
つ
く
り
セ
ー
タ
ー

の
毛
玉
増
え
ゆ
き
冬
と
分
れ
る　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

池
田
あ
つ
子

夜
を
明
か
し
星
を
見
上
げ
る
人
あ

ら
む
二
月
の
里
に
ふ
た
た
び
の
地
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
羽
智
子

髪
型
や
眉
の
形
が
気
に
な
っ
て
鏡

を
覗
く
後
期
高
齢　
　

西
郷
賢
谷

ジ
ャ
ズ
の
音
か
ら
だ
に
閉
じ
込
め
如

月
を
老
い
は
し
ば
ら
く
生
き
て
い
け

ま
す　
　
　
　
　
　

 

伊
藤
は
つ
ゑ

最
前
列
源
氏
物
語
の
講
演
に
耳
傾

け
る
日
標
の
午
後　
　

小
池
保
利

催し物スケジュール ５－６月

川
岸
の
砂
の
模
様
は
波
の
跡
雲
母

小
さ
く
夕
日
に
光
る　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
よ
し
胡

紫
の
裡
の
や
う
や
う
濃
く
な
り
ぬ

る
姫
を
あ
て
た
り
め
く
る
め
く
札

　
　
　
　
　
　
　
　

宇
佐
美
幸
枝

夕
や
け
の
残
り
香
消
え
て
南
の
少

し
け
ず
れ
た
上
弦
の
月　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

真
造
富
久
代

エ
ル
サ
レ
ム
祝
祭
中
止
の
そ
の
最
中

電
飾
キ
ラ
キ
ラ
日
本
は
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
宏
子

三
月
水
曜
歌
会

カ
レ
ン
ダ
ー
一
気
に
め
く
る
二
月
尽

冬
の
か
け
ら
を
と
ば
す
ご
と
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
敬
子

会
場
は
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
一
体
に
か
ら

だ
に
染
み
入
る
お
と
こ
た
ち
の
気

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
は
つ
ゑ

潮
目
ま
で
春
を
迎
へ
に
ゆ
く
や
う
に

サ
ッ
プ
の
若
者
パ
ド
ル
か
き
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

洲
淵
智
子

迷
い
な
く
川
面
ひ
く
く
に
虫
を
捕

る
水
切
る
石
か
背
黒
鶺
鴒

　
　
　
　
　
　
　
　

夏
目
伊
代
子

鹿
お
ど
し
の
音
を
聞
き
つ
つ
山
登
る

空
は
た
か
だ
が
富
士
が
顔
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　

天
野
富
士
子

両
腕
に
ミ
モ
ザ
を
あ
ふ
れ
さ
せ
友
が

息
を
は
ず
ま
せ「
春
一
番
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
正
子

と
め
ど
な
く
雨
の
音
す
る
日
曜
日

ど
こ
へい
こ
う
か
長
ぐ
つ
は
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
よ
し
胡

微
睡
み
の
時
に
見
る
夢
わ
が
裡
の

深
層
心
理　

ま
た
逃
げ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
郷
賢
谷

な
に
も
か
も
消
え
ゆ
く
こ
と
の
せ
つ

な
さ
を
忘
れ
て
過
ご
す
恩
師
と
の

時　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
公
代

＊

▼
市
民
俳
句
会

第
六
七
〇
回
句
会

立
春
大
吉
引
越
し
の
ダ
ン
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
英
子

戦
な
く
疵
な
き
空
を
鳥
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
居
節
子

立
春
や
サ
ラ
ダ
の
中
の
茹
で
卵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
部
靖
子

春
寒
や
瓦
礫
に
消
え
し
通
学
路

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
美
津
子

西
行
忌
あ
て
な
き
旅
を
し
て
み
た

い　
　
　
　
　
　
　
　

杉
浦
雅
光

立
春
の
神
島
凛
と
伊
良
湖
岬

　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
青
海
人

老
二
人
か
た
ち
ば
か
り
の
豆
を
撒

く　
　
　
　
　
　
　

大
河
美
智
子

空
白
む
へ
の
字
に
鳥
や
雲
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
田
和
代

鳥
雲
に
城
下
に
渡
し
の
こ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
澄
子

第
六
七
一
回
句
会

芽
柳
の
光
織
り
込
む
ゆ
ら
ぎ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
英
子

戸
袋
に
隠
れ
ゐ
る
春
動
き
だ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
部
靖
子

木
の
芽
吹
く
新
装
な
り
し
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
良
子

再
開
の
就
航
式
や
木
の
芽
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
田
和
代

海
苔
舟
の
後
を
鴎
の
騒
ぎ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
青
海
人

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
絵
画
も
あ
り
て
春

館　
　
　
　
　
　
　
　

杉
浦
雅
光

引
く
波
を
待
ち
て
岩
海
苔
む
し
る

海
女　
　
　
　
　
　

加
藤
美
津
子

恋
猫
の
一
歩
も
退
か
ぬ
構
へ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
澄
子

　日本中を旅していて、ワク
ワクする瞬間がある。それは
初めて訪れる土地に降り立
った時だ。今回訪れたのは
日本最古の学校『足利学
校』がある町・・・初めての訪
問である。東京からJR宇都
宮線で埼玉県＜久喜＞へ、
東武鉄道に乗りかえ群馬県
＜館林＞を経由して、ようや
く栃木県＜足利市＞に到着。森高千里の曲で有名
な渡良瀬川に架かる青くて長い橋を渡り、最初にめざ
したのは本堂が国宝に指定される『鑁阿寺』・・・手
を合わせて旅の無事を祈る。
　少し遅めの昼食を摂ろうと寺の裏手にある足利の
ソウルフードを提供する『はとや・お好み焼き店』を尋
ねるが、臨時休業の札が掛かっていた。「ついてな
いな」と思いきや、幸運にも同じ通りに赤いのぼり旗
を発見 ！ 近づいてみると“月星ソース・焼きそば”の文
字・・・ためらうことなく入店した『もんじゃ・わたなべ』の
メニューを一読して、ご当地B級グルメ《ポテト入り焼
きそば》と《足利シュウマイ》を注文。焼きそばが先に
供され、15分後に一風変わった焼売が着弾 ！ 焼き
そばに乗ったじゃがいもはホクホクとネットリの中間で
甘みもあって旨いが、ソース焼きそばとの相性は別問
題。一方、焼売のタネには肉が一切使われておらず、

片栗粉に少量の玉葱が入るのみで、甘辛い特製ソ
ースの味が際立つ不思議なシロモノ・・・昔は夜泣き
そばの屋台で売られていたらしい。足利の“ソース文
化”の奥深さの一端を垣間見る思いがした。
　さて、この町にある『足利市立美術館』もちょっと
変わっている。それは美術館の上階はすべて集合住
宅・・・つまり、都市型のコンプレックス美術館なのだ。
　開催されていたのは「希望」をめぐる４つの個展。
遠藤昭・貝野澤章・下川勝・山口泉という個性的な現
代作家による企画展だが、特に文筆家である山口が
問いかけた“死の国からも、なお、語られ得る「希望」は
あるか？”には強いメッセージが込められていた。
　夕食は、『鳥伊支店大川』の《うな重》・・・備長炭
でこんがりと焼かれた関東風蒸し焼きの鰻がフワフワ
で香ばしく美味だが、何処か懐かしい。ウナギの出所
を尋ねると、地元の北関東産ではなく、なんと “三河
一色産”というオチ。
　翌日は無風快晴で、行楽日和・・・復元された日本
最古の学校『足利学校』をめざした。入徳門をくぐり、
受付を経て学校門から孔子廟へ。遺蹟図書館を見学
したのち、南庭園を眺めながら学生の講義や学習、

学校行事や接客の座敷として使わ
れた茅葺屋根の方丈へ。“自学自
習”の精神を今に伝える教育の原
点を知ることで、生涯学習の重要性
を改めて感じた次第。平成27年には

『水戸弘道館』、『備前閑谷学校』、
『日田咸宜園』とともに“近世日本
の教育遺産群”として、日本遺産に
認定され、さらに世界遺産登録を目
論んでいるという。

斧路朱音
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令和５年度　「本陣句会」入選者ご紹介
毎年開催の二川本陣資料館による「本陣句会」の
入選者が決定しましたので、ご紹介します。

【特選】
二川宿三百年の春来る　　　　　　 今北眞奈美

【秀逸】
本陣の歴史繙く石蕗の花　　　　　　  羽住博之
天辺に囀ひびく火打坂　　　　　　　森　美里

【佳作】
百日紅本陣までの道しるべ　　　　　浦城亮祐
車椅子白寿の母と菊巡り　　　　　古賀由美子
瓦版今世号外鵙高音　　　　　　　　小林勇一
涼風や開け放たれし二百畳　　　　　高橋良子
本陣の床きしむ音冬隣　　　　　　　田中　茜
大夕焼宿場丸ごと飲み尽くす　　　　田中正博
何処より土間を伝わる虫の声　　　　中野弘樹

足利シュウマイ足利シュウマイ ポテト入り焼きそばポテト入り焼きそば

足利市立美術館足利市立美術館

■お茶会ツアーを開催しました。
　春の市民茶会（前期）の開催に合わせ、「親子で
お茶会体験ツアー」を開催しました。お茶会と言うと
どうしても少し敷居の高さを感じてしまう方も多いもの
です。今回は、7組１４名が参加し、表千家清和会
の皆様にご協力いただき、簡単なレクチャーと体験
の後、市民茶会のお茶席1席をみんなで巡りました。

年間の出演予定表はこ
ちら。

直近の日程の出演演目
はこちら。15日前までに
掲載します。

一
、
清 

元　

卯　

の　

花　
　

花
柳
寿
太
一
郎

一
、
長 

唄　

藤　
　
　

娘　
　

西
川　

満
翠

一
、
長 

唄　

新 

曲 

浦 

島　
　

藤
間
優
理
子

一
、
常
磐
津　

屋　

敷　

娘　
　

藤
間
勘
海
土

一
、
清 

元　

浮
か
れ
坊
主　
　

松
葉　

寿
友

　
　

十
五
世
花
ノ
本
寿
振
付

一
、
長 

唄　

俄　

獅　

子　
　

若
嵯　

瑞
紫

一
、
清 

元　

玉　
　
　

屋　
　

結
月　

櫻

一
、
常
磐
津　

山　
　
　

姥　
　

若
嵯　

瑞
与

番
　
組

吉田をどり
第３２回

豊橋ゆかりの日本舞踊家の競演

日時／令和６年５月１９日（日）午後１時開演

会場／穂の国とよはし芸術劇場主ホール

▼入場料／全席自由4,000円　　▼チケット取扱
い／穂の国とよはし芸術劇場窓口、各出演者　他
▼主催／吉田をどり会
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